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国家公務員採用試験の概要
総合職試験 デジタル区分
一般職試験 デジタル・電気・電子区分

令和３年（2021年）11月
人事院人材局
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採用省庁※ 2022年度試験の採用予定者数は２月に、採用予定省庁は５月に公表予定

会計検査院、人事院、内閣府、デジタル庁、警察庁、金融庁、総務省、消防庁、
法務省、公安調査庁、外務省、財務省、税関、国税庁、文部科学省、厚生労働省、
農林水産省、林野庁、経済産業省、特許庁、国土交通省、気象庁、海上保安庁、
環境省、原子力規制庁、防衛省 ※工学区分で採用予定のあった府省庁

日本政府はデジタル人材を求めています
政府全体としてDX・デジタル化を進めている中、
デジタル改革を牽引していく人材を、デジタル庁・
各省において積極的に採用していきます。
それに伴い、2022年度試験より、
総合職試験にデジタル区分が新設
一般職試験（大卒程度試験）の電気・電子・情報
区分がデジタル・電気・電子区分に変更

されます。



国家公務員の魅力～先輩からのメッセージ～
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採用試験の種類

人事院は、国家公務員の採用のために試験を実施
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総合職試験 政策の企画及び立案又は調査及び研究に関する
事務をその職務とする係員の採用試験

一般職試験 定型的な事務をその職務とする係員の採用試験
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総合職試験
デジタル区分

１．総合職試験 デジタル区分

試験のスケジュール（2021年度の参考）
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2/1 受験案内の公表

（ホームページに掲載）

3/26～4/5 申込み受付

（インターネット）

4/25  第１次試験（筆記試験） 6/21  最終合格発表

→官庁訪問へ

2月 3月 4月 5月 6月

5/23  第２次試験（筆記試験）

5/25～6/11 第２次試験（人物試験等）

※2022年度試験のスケジュールは未定

2021



１．総合職試験 デジタル区分

受験資格

院卒者試験 30歳未満で大学院修了又は大学院修了見込みの者

大卒程度試験 21歳以上30歳未満で大学卒業又は卒業見込みの者
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※年齢は、試験実施年度の４月１日現在における年齢

１．総合職試験 デジタル区分

試験種目
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試験 院卒者試験 大卒程度試験

第１次試験
基礎能力試験（多肢選択式） 基礎能力試験（多肢選択式）

専門試験（多肢選択式） 専門試験（多肢選択式）

第２次試験

専門試験（記述式） 専門試験（記述式）

政策課題討議 政策論文試験

人物試験 人物試験

英語試験 （外部英語試験を活用） （外部英語試験を活用）

2022年度試験より、情報系の問題に特化した

デジタル区分が新設



１．総合職試験 デジタル区分

専門試験（多肢選択式・記述式）の出題科目
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専門試験（多肢選択式）
【63題中40題解答】

専門試験（記述式）
【６題中２題解答】

必須問題
【20題解答】

基礎数学 ⑩
情報基礎 ⑦
情報と社会 ③

計算機科学 ①
情報工学（ハードウェア） ②
情報工学（ソフトウェア） ②
情報技術 ①

選択必須問題
【17題中10題以上解答】

計算機科学 ③
情報工学（ハードウェア） ⑤
情報工学（ソフトウェア） ⑤
情報技術 ④

選択問題
【選択必須＋
選択で20題解答】

線形代数・解析・確率・統計 ⑧
数学モデル・オペレーションズ
リサーチ・経営工学 ⑤
電磁気学 ②
電気工学 ③
電子工学 ③
通信工学 ③
制御工学 ②

※ 〇内の数字は出題予定数

情報系の科目を中心に出題

専門に合わせて問題選択が可能

１．総合職試験 デジタル区分

デジタル区分を受験する受験者へのメッセージ
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「情報と社会」では、情報技術と社会の関わり

に関する基礎的な問題を出題します。

「情報技術」では、計算機科学や情報工学の

応用技術（AI、システム工学、情報セキュリティ等）

に関する問題を出題します。

特定の専攻分野に偏らないようにそれぞれの

専門から幅広く出題します。大学の専門課程で

学習する基本的な教科書を勉強するとよいでしょう。

01

02

03



１．総合職試験 デジタル区分

工学区分の受験者数（2020-2021年度の参考）
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年 申込者数 第1次試験合格者数 最終合格者数 倍率

院卒者試験
2021 ３９４ ２６７ １８０ ２.２

2020 ４３８ ２１８ １３２ ３.３

大卒程度試験
2021 １,１４１ ４４３ ２２３ ５.１

2020 １,３８６ ４２６ ２９２ ４.７

合計
2021 １,５３５ ７１０ ４０３ ３.８

2020 １,８２４ ６４４ ４２４ ４.３

※ 2021年まで工学区分の専門試験に情報関係の選択科目
があり、情報専攻の受験者が多数受験していた
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一般職試験（大卒程度試験）
デジタル・電気・電子区分



2．一般職試験 デジタル・電気・電子区分 13

試験のスケジュール（2021年度の参考）

6/13  第１次試験（筆記試験） 8/17  最終合格発表

→官庁訪問へ

2月 4月 6月 7月 8月

7/14～8/2 第２次試験（人物試験）

※2022年度試験のスケジュールは未定

2021

4/2～4/14 申込み受付

（インターネット）

2/1 受験案内の公表

（ホームページに掲載）

2．一般職試験 デジタル・電気・電子区分 14

受験資格

※年齢は、試験実施年度の４月１日現在における年齢

大卒程度試験 21歳以上30歳未満で大学卒業又は卒業見込みの者



2．一般職試験 デジタル・電気・電子区分 15

試験種目

試験 試験種目

第１次試験

基礎能力試験（多肢選択式）

専門試験（多肢選択式）

専門試験（記述式）

第２次試験 人物試験

情報専攻の受験者が受験しやすくなるよう

科目の見直しを実施

2．一般職試験 デジタル・電気・電子区分 16

専門試験（多肢選択式）の出題科目

（デジタル・電気・電子区分）専門試験（多肢選択式）

必須問題
【36題解答】

工学に関する基礎 ⑳
情報・通信工学（理論） ⑧
電磁気学・電気回路・電気計測・
制御・電気機器・電力工学 ⑧

選択問題
【選択A、Bいずれかを
選択し４題解答】

情報工学（プログラミング） ④

電子工学・電子回路 ④

（電気・電子・情報区分）専門試験（多肢選択式）

必須問題
【40題解答】

工学に関する基礎 ⑳
電磁気学・電気回路・電気計測・
制御・電気機器・電力工学 ⑧
電子工学・電子回路 ③
通信工学・情報工学 ⑨

※ 〇内の数字は出題予定数

2022年度から 2021年度まで

「電気・電子・情報」区分から名称を変更

情報系と電気・電子系で問題を選択可能に変更



2．一般職試験 デジタル・電気・電子区分 17

受験者数（2020-2021年度の参考）

年 申込者数 第1次試験合格者数 最終合格者数 倍率

2021 ４４５ ２７０ １８７ ２.３

2020 ４２７ ２０３ １３６ ３.１

2．一般職試験 デジタル・電気・電子区分 18

デジタル・電気・電子区分を受験する受験者へのメッセージ

必須問題の「工学に関する基礎」では、大卒程度

の基礎学力を確認する観点から「数学」及び

「物理」から、幅広い分野の問題が出題されます。

必須問題のうち、「情報・通信工学（理論）」では、

情報理論やネットワークなどに関する基礎的な問題

を出題します。また、「電磁気学、電気回路、電気

計測・制御、電気機器、電力工学」では、各分野の

基本的な演習問題を出題します。

「選択A」及び「選択B」は、応用力を問う問題も

ありますが、大学の専門課程で学習する重要な原理

や公式を復習しておけば、十分に解ける内容と

なっています。
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国家公務員試験や採用に関する最新情報
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